
小石川フィロソフィーḫ

際ң力について考えてỚよう׎

    英語科 ᱾ޛ द᝶

1. 目的

近年、׎連のਫ਼げる SDGs という目標にඝって、૎ࡅ・

NPO・NGO 等の׎際ң力活動が活発҄し、またそこにᐻ

ԛをਤẼ活動するᒉᎍがفえている。各׎のৼえるբ題は

׎際ң力について考え、開発ᡦ上׎μ体のբ題としてྶע

の実७、課題、何が࣏要なのか、ᅶたẼに何がЈஹるのか

等について、多ᚌ的に考ݑし研究することを目的とする。

2. 概要

 ᇹ3学年14Ӹをݣᝋに、毎ׅテーἰを੩ᅆし、考ݑや意

見交換を通じて理解をขめていく。またフィールἛワークや

ἄストトークを実施し、主体的にբ題をとらえ、自ဌにテーἰ

を設定し探究学習を行う。

表 1 年間指導計画

4 உ῍5 உ Ỿイἒンス

ἫἼーズとは / 際ң力の定፯とは׎

開発ᡦ上׎について / ൦・ごỚբ題

Ἕジỹールの教Ꮛ課題 / ࣱڡと教Ꮛ

SDG4 教Ꮛキἵンペーンίɭမɟٻき

な授業ὸ / 研究発表ᾉ自分のൢになる

とৼえているբ題׎

6 உ῍7 உ イスラームᾉイἳージと実७

ᩊൟբ題 / SDGsᾉ自分にできるݣሊ

を考える

9 உ ଐ本の ODA について

際Ỿールズデーᾉδᇜ۟׎

研究テーἰ設定

10 உ῍12 உ 課題研究

1 உ῍2 உ JICA ọろịᚧբྶע

ขᆆଐ本ʴ学校とのỼンライン交්

ѦႾによるٳ ODA Ј前授業

研究発表

3 உ 校内発表会・要ଓ੩Ј

3. 成果と課題

Ἕἷースではよく見聞きするが実感のิきにくいᡦ上׎の

բ題も、実はᅶたẼの生活と݅੗に関わっているという事実

を、課題研究やフィールἛワーク等を通じて理解することが

Јஹた。̾ʴのѐ力だけでは解決できない׎際բ題だが、

今ׅのൢ付きをきっかけに、これから実際にφ体的な行動

に移していくことを次の目標としたい。

小石川フィロソフィーḬ

１ώ目的 

小石川フィロソフィーḬは、今年度よりỽἼキἷラム

をɟ新した。 

理数探究基礎ί１単位ὸ、ऴ報ḩί２単位ὸ、ʴ間とᅈ

会ίᵏ 単位ὸの ᵒ 単位でನ成し、１῍ᾂ年でɟ通り課題研

究のᢅᆉを学んだ生徒が、ᾃ年においてこれまでの学

びをਰりᡉるとともに、課題研究への意ഒがዒዓし、ᾄ、

ᾅ年での課題研究の質を高めることを目的としている。 

２ώ概要

(1)理数探究基礎

理科ῒ数学の教員がσ同で、ཎに課題研究のスタ

ートとなる「課題発見力」のᏋ成を目指す。ɟつの課

題にݣし、理科的な見方ῒ考え方、数学的な見方ῒ考

え方のɲ面からỴプローἓし、多面的な課題解決を

ᚾỚる。

Ẏ理科ẏ

研究͒理について、ディスỽἕションを通してクラス

で考える活動を行った。φ体的には、データのỈつ

ᡯ・改ằん、Ⴍ用などのբ題点、ᓸ作ೌや̾ʴऴ報

の̬ᜱ、生ԡ͒理の考え方などを扱った。

ɟ連の探究ᢅᆉを知るとともに、探究の意፯を考え

る活動を行った。φ体的には、ཋ理基礎の授業で行

った実᬴の結果を分析し、レポートにまとめて発表し

た。

Ẏ数学ẏ

ɟʴɟӨᇢ஛を活用し、R ᚕ語を用いた活動を実

施して、統計スキルを高めた。౨定・推定など、課題

研究で࣏要となる統計の基礎を学ぶとともに、プログ

ラἱング能力の向上も׋った。

ᾂ学期では、ٻ学で用いられている統計ソフト

MATLAB を用いたプログラἱング・データ解析の実

習を行った。

Ẏσ通講座ẏ

ᾢᾢᾗᢿ主͵によるσ通講座を行った。

今年度は、ᾆஉに本校ҡ業生であるਤ೛עٻ ऴ

報・システム研究機ನ 統計数理研究৑ 数理・推論

研究系 ϱ教授をおਔきし、自໱ᚕ語処理と統計学

をテーἰにおᛅしいただいた。ᚕ語学と統計学をまた

ẫ研究内容をおᛅɦさり、統計学があらỡる分野で使

われていることを実感していた。 

(2)ऴ報ḩ

年間通して、以ɦの内容を実施した。

・科学のဍט܇のբ題のኰʼと๫習

・分数を小数で表すίஊјఐ数ὸ

・ỺクἍルで確率のբ題を解こう

・指数関数でفえるとたいへん

値、近˩୺ዴ、Ⴛ関̞数ࠀ͞・

・ᡕែᏮЈプログラム

・ロἮἕトを動かす

・ᵠᶇᶅᵢᵿᶒᵿ の分析

・ỺクἍルで自動҄プログラム

・ᵏᵎ 進 ᵠᵟᵱᵧᵡ でプログラム

・ᵦᵲᵫᵪ で ᵵᶃᶀ ページ作成

(3)ʴ間とᅈ会

「自໱とʴ間の関わり」「学ぶことの意፯」等のテー

ἰを設け、自໱とʴ間との関わり方、自分との関̞に

ついてφ体的に考えた。

また、インἛの൦質学ᎍにインタἥἷーを行い、イン

Ἓの川事ऴについて学び、あわせて自໱とʴ間との関

わりおよび多ಮな文҄を理解した。

ᾂώ成果と課題 

 生徒Ỵンἃートによると、小石川フィロソフィーḬに

してのᏉ定的なׅሉのл合がɦ記のݣする質բにݣ

通りである。

学習内容にᐻԛがある 76ή

課題発見力が˦びた 87ή

ቬりࢍく、計画的にཋ事

に取り組む力が˦びた

82ή

̖値あることや、解決方

法を考える力が˦びた

91ή

探究活動は、ݩஹの自

分にとってࢫ立つ

90ή
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第３章　研究開発の内容

〈６年間を貫く課題研究　小石川フィロソフィー〉




